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２ 少子化と子育てに関する意識 
＊本章では、平成 9年 9月に実施された第 37回市政世論調査（対象：名古屋市内に居住する満 20歳
以上の者 2,500 人、有効回答数：2,009 人）との比較を行う。なお、市政世論調査では、今回調査
と異なり、子どもの有無に係わらず、かつ、幅広い年齢層を対象にしている。 

 
１） 少子化について 
 

１ 子どもの数の理想と現実                             

「あなたの理想としては、子どもは何人いるのが望ましいですか」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたには、お子さんが何人いますか」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理想の子どもの人数としては、「三人」と答えた人が 47.2％、「二人」が 42.0％い
る。一方、現実は「二人」と答えた人が 53.5％、「三人」が 20.7％、「一人」が 20.1％
である。 

 
《市政世論調査との比較》市政世論調査では、理想とする人数は「二人」が最も

多く 45.8％、現実では今回調査と同様に「二人」が最も多いが、その割合は 40.6％
である。なお、今回調査は、子どものいる世帯に対して行ったものだが、市政世論

調査は、子どものいない世帯が約 4分の 1ある。 

平均 2.63 人 

平均 2.１１人
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今回調査 市政世論調査
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２ 理想と考える子どもの人数がいない理由                      

「現在、理想と考える人数の子どもがいない方にお聞きします。その理由は何ですか」 

（3 つまでの複数回答） 

                        今回調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想と考える人数の子どもがいない割合は 4,358 人中 2,162 人で、49.6％であっ

た。その理由として、「経済的に余裕がないから」をあげた人が 53.7％と過半数、つ

いで、「子育ての身体的・精神的負担が大きいから」が 29.4％となった。 

 

《市政世論調査との比較》市政世論調査で、理想と考える人数の子どもがいない割

合は、2009人中 754人で 37.6％であった。その理由の第一位は今回調査と同様、「経
済的に余裕がないから」であるが、割合は 24.8％。第二位は「自分または配偶者の
健康上の理由から」（20.8％）である。 
 
 
 
 

合計　2162

0 10 20 30 40 50 60

経済的に余裕がないから

子育ての身体的・精神的な負担が大きいから

仕事と子育ての両立が難しいから

自分または配偶者の年齢上の理由から

住宅が狭いから

今後、出産の計画がある

子どもをとりまく環境に不安があるから

自分または配偶者の健康上の理由から

自分自身の生活を楽しみたいから

その他

無回答

53.7
29.4

20.3

19.2
19.1

15.4
13.8

12.1
10.0

6.5

11.9
7.0

(％)

　　保育所など子育てを手伝ってくれる
サービスが十分整備されていないから
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　　保育所など子育てを手伝ってくれる
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市政世論調査

経済的な余裕がなかった（ない）から

子育ての身体的・精神的負担が大きかった
（大きい）から

仕事と子育ての両立が難しかった（難しい）から

自分または配偶者の年齢上の理由から
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これから、まだ生まれるかもしれない
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（でない）から

子どもをとりまく環境に不安があった（ある）から
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わからない・無回答
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自分または配偶者の健康上の理由から

自分自身の生活を楽しみたかった（楽しみたい）から
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子どもをとりまく環境に不安があった（ある）から

自分または配偶者の健康上の理由から

自分自身の生活を楽しみたかった（楽しみたい）から

その他
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これから、まだ生まれるかもしれない

　　保育所など子育てを手伝うサービスが充分でなかった
（でない）から

子どもをとりまく環境に不安があった（ある）から
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合計　754

0 10 20 30 40 50 60

24.8

8.1
10.6

6.2

11.8

9.0

3.8
3.4

20.8

2.8

17.5

19.2

(％)



  

7 

３ 合計特殊出生率の低下理由                       

「一人の女性が一生のあいだに生む子どもの数の平均を『合計特殊出生率』といいます。平成 14

年には、1.32人（名古屋市では1.19人）と過去最低を更新するなど少子化が進行しており、人口を

維持するのに必要とされる2.08人を大きく下回っています。そこでお伺いしますが、出生率が低下

しているのは、どんな理由からだと思いますか」（3 つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計特殊出生率の低下理由として、「子育て費用の負担が大きいから」をあげて

いる人が最も多く、57.8％となっている。ついで、「仕事と子育ての両立が難しい

から」（43.0％）、「結婚年齢が高くなったから」（41.5％）となっている。 

 
《市政世論調査との比較》市政世論調査でも、「子育て費用の負担が大きいから」

「仕事と子育ての両立が難しいから」「結婚年齢が高くなったから」と、上位 3位

は今回調査と同じになっている。 

 

 

合計　4358

子育てより、自分や夫婦だけの生活を大切に
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男性の家事・育児への参加が不十分だから

住宅事情がよくないから
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４ 出生率低下についての考え                           

「あなたは出生率の低下が進むことについてどのように思われますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「望ましくないと思う理由を一つ選んでください」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生率低下について、「望ましくない」あるいは「望ましくないが、心配するほど

ではない」と答えた人が、81.4％となっている。それらの人に望ましくない理由を

聞いたところ、「高齢化が進み、若い人の負担が増加する」との答えが最も多く、半

数近くに達している。 

 

《市政世論調査との比較》 
市政世論調査でも「望ましくない」あるいは「望ましくないが、心配するほどで

はない」と答えた人が 74.8％となっており、今回調査と同様に高い。 
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２） 子育てについて 
 

１ 子育てでよかったこと                           

「子育てを通じて良かったと感じたことについて」（３つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもといることで幸福感を感じる」と答えた人の割合が最も多く、68.9％とな

っている。ついで、「子どもの成長を見ると充実感を感じる」で 47.6％、「子どもとと

もに自分も成長することができた」が 46.8％となっている。 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもといることで幸福感を感じる

子どもの成長を見ると充実感を感じる

子どもとともに自分も成長することができた

育ててもらったことを感謝できるようになった

友だちが増えた

家族の絆が強まった

視野が広がった

その他

とくにない

無回答

68.9

47.6

46.8

41.7

25.0

24.8

22.6

1.6

1.1

0.3

(％)

合計　4358

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもといることで幸福感を感じる

子どもの成長を見ると充実感を感じる

子どもとともに自分も成長することができた

育ててもらったことを感謝できるようになった

友だちが増えた

家族の絆が強まった

視野が広がった

その他

とくにない

無回答

68.9

47.6

46.8

41.7

25.0

24.8

22.6

1.6

1.1

0.3

(％)

合計　4358

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもといることで幸福感を感じる

子どもの成長を見ると充実感を感じる

子どもとともに自分も成長することができた

育ててもらったことを感謝できるようになった

友だちが増えた

家族の絆が強まった

視野が広がった

その他

とくにない

無回答

68.9

47.6

46.8

41.7

25.0

24.8

22.6

1.6

1.1

0.3

(％)

合計　4358
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２ 子育てでの不安や困ったこと                           

「子育てで、どのようなことに困ったり不安を感じますか」（３つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査

子育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができ
なくてあせる、など自分自身の不安やストレスを感じたこと

子どもの友人関係に関すること

発熱・アレルギーなどの病気に関すること

身長・体重や言葉など、発育や発達に関すること

自分が病気で子育てができない時や、次の出産時の
子育てのこと

睡眠や夜泣き・排泄・離乳食など、生活習慣のこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

子育てをしている仲間が身近にいない（または仲

間に入ることができない）こと

子育てに関する情報が不足していること

その他

特に不安を感じたことはない

無回答

0 10 20 30 40 50 60

46.2

27.4

32.8

19.8

22.9

23.1

15.8

9.2

5.6

10.4

8.1

1.9

35.2

50.2

28.2

16.8

13.6

6.8

14.0

4.5

5.6

13.0

13.6

8.0

(％)
就学前児童 小学生

　　　合計　2454　　　　　1904

今回調査今回調査

子育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができ
なくてあせる、など自分自身の不安やストレスを感じたこと

子どもの友人関係に関すること

発熱・アレルギーなどの病気に関すること

身長・体重や言葉など、発育や発達に関すること

自分が病気で子育てができない時や、次の出産時の
子育てのこと

睡眠や夜泣き・排泄・離乳食など、生活習慣のこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

子育てをしている仲間が身近にいない（または仲

間に入ることができない）こと

子育てに関する情報が不足していること

その他

特に不安を感じたことはない

無回答

0 10 20 30 40 50 60

46.2

27.4

32.8

19.8

22.9

23.1

15.8

9.2

5.6

10.4

8.1

1.9

35.2

50.2

28.2

16.8

13.6

6.8

14.0

4.5

5.6

13.0

13.6

8.0

(％)
就学前児童 小学生

　　　合計　2454　　　　　1904

子育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができ
なくてあせる、など自分自身の不安やストレスを感じたこと

子どもの友人関係に関すること

発熱・アレルギーなどの病気に関すること

　　身長・体重や言葉など、発育や発達に関すること

自分が病気で子育てができない時や、次の出産時の
子育てのこと

睡眠や夜泣き・排泄・離乳食など、生活習慣のこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

子育てをしている仲間が身近にいない（または仲
間に入ることができない）こと

子育てに関する情報が不足していること

その他

特に不安を感じたことはない

0 10 20 30 40 50 60

9.4

10.9

20.6

9.2

5.2

15.8

6.7

3

5

3.2

50.7

(％)

市政世論調査

合計　1527

子育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができ
なくてあせる、など自分自身の不安やストレスを感じたこと

子どもの友人関係に関すること

発熱・アレルギーなどの病気に関すること

　　身長・体重や言葉など、発育や発達に関すること

自分が病気で子育てができない時や、次の出産時の
子育てのこと

睡眠や夜泣き・排泄・離乳食など、生活習慣のこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

子育てをしている仲間が身近にいない（または仲
間に入ることができない）こと

子育てに関する情報が不足していること

その他

特に不安を感じたことはない

0 10 20 30 40 50 60

9.4

10.9

20.6

9.2

5.2

15.8

6.7

3

5

3.2

50.7

(％)

市政世論調査

合計　1527
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就学前児童では、「子育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができな

くてあせる、など自分自身の不安やストレスを感じたこと」が最も多く、46.2％と

ほぼ半数、第二位は「発熱・アレルギーなどの病気に関すること」32.8%である。 

小学生では、「子どもの友人関係に関すること」が最も多く、50.2％、第二位が「子

育てに関して自信が持てない、自分のやりたいことができなくてあせる、など自分

自身の不安やストレスを感じたこと」35.2%である。 

 

《市政世論調査との比較》 

市政世論調査では、第一位が「とくに不安を感じたことはない」（50.7％）となっ

ており、今回調査と大きく違う。なお、市政世論調査では、「子どもが小学校に入る

までの子育て」として聞いている。 
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３ 困ったときの相談相手                           

「子育てで、困ったり不安を感じたとき誰に相談しますか」（２つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったときの相談相手として、「配偶者」をあげているのは、就学前児童では 73.3％、

小学生では 72.7％で、ともに第１位となっている。ついで、就学前児童では「親族」

（51.1％）、小学生では「友人・近所の知人」（55.4％）となっている。 

 

 

 

　　 合計　　　2454　　　　1904

幼稚園、保育所などの先生
小学校の先生

0 20 40 60 80

配偶者

友人・近所の知人

親族

医師

保健所や児童相談所などの公的機関

相談したかったが、誰にも相談できなかった

その他

とくに不安を感じたことはない

無回答

73.3

47.0

51.1

8.0

3.5

2.5

1.5

1.4

0.9

0.4

72.7

55.4

39.0

3.9

3.4

2.2

2.1

2.0

2.6

0.5

(％)就学前児童 小学生

　　 合計　　　2454　　　　1904

幼稚園、保育所などの先生
小学校の先生

0 20 40 60 80

配偶者

友人・近所の知人

親族

医師

保健所や児童相談所などの公的機関

相談したかったが、誰にも相談できなかった

その他

とくに不安を感じたことはない

無回答

73.3

47.0

51.1

8.0

3.5

2.5

1.5

1.4

0.9

0.4

72.7

55.4

39.0

3.9

3.4

2.2

2.1

2.0

2.6

0.5

(％)就学前児童 小学生
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４ 女性の子育てと就労について                           

「女性の子育てと仕事に関して、あなたはどのような意見をお持ちですか」 

（２つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子育てが一段落したらパートやアルバイトで働くのがよい」と答えている人の

割合が最も高く、60.9％となっている。第二位は、「出産後も仕事を持ち続けるのが

よい」で、36.3％。第三位は、「子育てが一段落したらフルタイムで働くのがよい」

となっており、「出産までは仕事を持ち、その後は家庭に入るのがよい」は僅差で第

四位となっている。 

 

《市政世論調査との比較》市政世論調査では、「一段落したらパートやアルバイトで

働くのがよい」と答えた割合が最も高かったのは同じであるが、今回調査では更に

10 ポイント以上高くなっている。 

　　　　　 合計　4358　　　

　　　子育てが一段落したらパートや
アルバイトで働くのがよい

育児休業制度や保育所等を利用して、
出産後も仕事を持ち続けるのがよい

　子育てが一段落したらフルタイムで
働くのがよい

　出産までは仕事を持ち、その後は
家庭に入るのがよい

　　仕事を持ち続けるために、出産は
しなくても仕方がない

その他

わからない

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

60.9

36.3

18.4

17.6

3.3

10.1

5.5

1.2

(％)

今回調査

　　　　　 合計　4358　　　

　　　子育てが一段落したらパートや
アルバイトで働くのがよい

育児休業制度や保育所等を利用して、
出産後も仕事を持ち続けるのがよい

　子育てが一段落したらフルタイムで
働くのがよい

　出産までは仕事を持ち、その後は
家庭に入るのがよい

　　仕事を持ち続けるために、出産は
しなくても仕方がない

その他

わからない

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

60.9

36.3

18.4

17.6

3.3

10.1

5.5

1.2

(％)
　　　　　 合計　4358　　　

　　　子育てが一段落したらパートや
アルバイトで働くのがよい

育児休業制度や保育所等を利用して、
出産後も仕事を持ち続けるのがよい

　子育てが一段落したらフルタイムで
働くのがよい

　出産までは仕事を持ち、その後は
家庭に入るのがよい

　　仕事を持ち続けるために、出産は
しなくても仕方がない

その他

わからない

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

60.9

36.3

18.4

17.6

3.3

10.1

5.5

1.2

(％)

今回調査

0 10 20 30 40 50 60 70

50.5

26.4

21.7

23.8

1.9

2.3

7.1

(％)

市政世論調査

合計　2009

　　　子育てが一段落したらパートや
アルバイトで働くのがよい

育児休業制度や保育所等を利用して、
出産後も仕事を持ち続けるのがよい

　子育てが一段落したらフルタイムで
働くのがよい

　出産までは仕事を持ち、その後は
家庭に入るのがよい

　　仕事を持ち続けるために、出産は
しなくても仕方がない

その他

わからない

0 10 20 30 40 50 60 70

50.5

26.4

21.7

23.8

1.9

2.3

7.1

(％)

市政世論調査

合計　2009

　　　子育てが一段落したらパートや
アルバイトで働くのがよい

育児休業制度や保育所等を利用して、
出産後も仕事を持ち続けるのがよい

　子育てが一段落したらフルタイムで
働くのがよい

　出産までは仕事を持ち、その後は
家庭に入るのがよい

　　仕事を持ち続けるために、出産は
しなくても仕方がない

その他

わからない
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３） 子育てをする際の環境について 

 

１ 家の近くの遊び場について                           

「家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることがありますか」 

（３つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「雨の日に遊べる場所がない」をあげている人が特に多く、就学前児童で 62.3％、

小学生では 54.6％になっている。ついで就学前児童では「不衛生である」が 26.8％、

小学生では「遊び場周辺の道路が危険である」が 27.6％となっている。 

また、「その他」の具体例として、就学前児童では「公園での子どものボール遊び

に危険を感じる」、小学生では「公園でのボール遊びを禁じられて困る」という対照

的な意見が見受けられた。 

 

 

 

雨の日に遊べる場所がない

遊び場周辺の道路が危険

不衛生

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊び場やその周辺の環境が悪くて、
安心して遊べない

近くに遊び場がない

緑などの自然が少ない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場にいっても子どもと同じ歳くらい
の遊び仲間がいない

遊具などの整備が古くて危険

その他

特に感じることはない

無回答

合計　 2454　 　　　　 1904

0 10 20 30 40 50 60 70

62.3

26.2

26.8
11.9

19.9

13.8

14.7

13.9

11.6

13.6

5.2

7.7

6.3

0.9

54.6
27.6

14.1
25.3

15.0

19.6

15.5

15.9

10.6

8.5

3.7

8.7

8.3

1.2

(％)就学前児童 小学生

雨の日に遊べる場所がない

遊び場周辺の道路が危険

不衛生

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊び場やその周辺の環境が悪くて、
安心して遊べない

近くに遊び場がない

緑などの自然が少ない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場にいっても子どもと同じ歳くらい
の遊び仲間がいない

遊具などの整備が古くて危険

その他

特に感じることはない

無回答

合計　 2454　 　　　　 1904

0 10 20 30 40 50 60 70

62.3

26.2

26.8
11.9

19.9

13.8

14.7

13.9

11.6

13.6

5.2

7.7

6.3

0.9

54.6
27.6

14.1
25.3

15.0

19.6

15.5

15.9

10.6

8.5

3.7

8.7

8.3

1.2

(％)就学前児童 小学生
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２ 子どもとの外出の際、困ること・困ったこと                    

「子どもとの外出の際、困ること・今までに困ったことは何ですか」（３つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童では「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない」を

あげた人が最も多く 40.1％、小学生では「暗い通りや見通しのきかないところが多

く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配である」をあげた人が最も多く 36.6％と

なっている。第二位は共通して、「子ども連れでは周囲の人に迷惑をかけるのではな

いかと、ためらうことがある」となっており、就学前児童では 37.5％、小学生では

32.6％となっている。 

 

 

 

子ども連れでは周囲の人に迷惑をかけるのでは
ないかと、ためらうことがある

交通機関や建物がベビーカーでの移動に
配慮されていない

暗い通りや見通しのきかないところが多く、
子どもが犯罪の被害にあわないか心配

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の
妨げになっている

荷物や子どもに手をとられて、困ることがある

トイレがオムツ替えや親子での利用に
配慮されていない

買い物や用事の合間に、子どもを遊ばせる
場所がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所がない

緑や広い歩道が少ない等、街なみにゆとりとうる
おいがない

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配がある

授乳する場所や必要な設備がない

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

合計　 　2454　　　 　1904

0 10 20 30 40 50

37.5

40.1

16.7

27.1

32.5

24.0

16.6

21.2

10.7

11.0

12.1

4.3

3.3

1.0

32.6

24.6

36.6

23.2

17.3

10.9

17.6

12.9

15.4

12.9

9.2

4.4

8.7

2.1

(％)
就学前児童 小学生

子ども連れでは周囲の人に迷惑をかけるのでは
ないかと、ためらうことがある

交通機関や建物がベビーカーでの移動に
配慮されていない

暗い通りや見通しのきかないところが多く、
子どもが犯罪の被害にあわないか心配

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の
妨げになっている

荷物や子どもに手をとられて、困ることがある

トイレがオムツ替えや親子での利用に
配慮されていない

買い物や用事の合間に、子どもを遊ばせる
場所がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所がない

緑や広い歩道が少ない等、街なみにゆとりとうる
おいがない

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配がある

授乳する場所や必要な設備がない

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

合計　 　2454　　　 　1904

0 10 20 30 40 50

37.5

40.1

16.7

27.1

32.5

24.0

16.6

21.2

10.7

11.0

12.1

4.3

3.3

1.0

32.6

24.6

36.6

23.2

17.3

10.9

17.6

12.9

15.4

12.9

9.2

4.4

8.7

2.1

(％)
就学前児童 小学生
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４） 子育て支援サービス等について 

 

１ 子育て支援サービス等についての認知度、利用経験、利用意向            

「つぎにあげる子育て支援サービスについて、サービスごとに『知っている』『これまでに利用したこ

とがある』『今後利用したい』かどうか、お答えください」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童 

小学生 

＊ ⑧「つどいの広場事業」⑨「地域子育て支援センター」については、調査日現在、 
名古屋市では未実施。平成 16年度より実施。 

 

①　のびのび子育てサポート事業

②　なごや子育て情報プラザ（ホームページ）

③　保健所子育て総合相談窓口

④　子育てサロン

⑤　保育所での子育て支援事業

⑥　産後ヘルプ事業

⑦　幼稚園での子育て支援事業

⑧　つどいの広場事業

⑨　地域子育て支援センター
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⑦　幼稚園での子育て支援事業

⑧　つどいの広場事業

⑨　地域子育て支援センター

①　のびのび子育てサポート事業

②　なごや子育て情報プラザ（ホームページ）

③　保健所子育て総合相談窓口

④　子育てサロン

⑤　保育所での子育て支援事業

⑥　産後ヘルプ事業

⑦　幼稚園での子育て支援事業

⑧　つどいの広場事業

⑨　地域子育て支援センター
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0.6

17.8

38.6

13.6

35.6

25.0

20.5

21.9

21.8

5.1

10.6

31.0

38.2

39.2

18.3

37.2

17.4

45.2

29.7

31.7

(％)

（39.9）

（17.9）

（47.3）

（36.1）

（33.5）

（22.5）

（39.6）

（39.9）

（17.9）

（47.3）

（36.1）

（33.5）

（22.5）

（39.6）

合計　2454

①　のびのび子育てサポート事業

②　なごや子育て情報プラザ（ホームページ）

③　保健所子育て総合相談窓口

0 10 20 30 40 50

0.9

1.1

3.9

22.9

12.6

25.7

17.9

28.3

29.1

(％)

利用したことがある 知っている

今後利用したい

（23.8）

（13.7）

（29.6）

（利用したことがある、
を除く）
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①　のびのび子育てサポート事業

②　なごや子育て情報プラザ（ホームページ）

③　保健所子育て総合相談窓口

①　のびのび子育てサポート事業

②　なごや子育て情報プラザ（ホームページ）

③　保健所子育て総合相談窓口
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0.9

1.1

3.9

22.9

12.6

25.7

17.9

28.3

29.1
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利用したことがある 知っている

今後利用したい

（23.8）

（13.7）

（29.6）

（23.8）

（13.7）

（29.6）

（利用したことがある、
を除く）

合計　1904
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認知度でいえば、「保健所子育て総合相談窓口」が最も知られており、就学前児童

では 47.3％と約半数の人が、小学生では 29.6％の人が「知っている」と答えている。

ついで、「のびのび子育てサポート事業」が、就学前児童で 39.9％、小学生で 23.8％

の人に知られている。三番目に知られているのは、就学前児童では「幼稚園での子

育て支援事業」で 39.6％、小学生では「なごや子育て情報プラザ（ホームページ）」

が 13.7％となっている。 

利用経験でいえば、就学前児童で、「幼稚園での子育て支援事業」（17.8％）、「保

育所での子育て支援事業」（13.0％）、「保健所子育て総合相談窓口」（11.7％）の順

となっている。小学生では、「保健所子育て総合相談窓口」（3.9％）、「なごや子育て

情報プラザ」（1.1％）、「のびのび子育てサポート事業」（0.9％）の順であり、利用

度は就学前にくらべて低くなっている。 

また、今後利用したい事業としては、就学前児童では「幼稚園での子育て支援事

業」の割合が最も高く（45.2％）なっており、ついで、「保健所子育て総合相談窓口」

（39.2％）、「なごや子育て情報プラザ」（38.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「のびのび子育てサポート事業」 市民同士による子育ての相互援助活動の会員組織を運営。 
②「なごや子育て情報プラザ」   名古屋市の子育て情報を総合的に提供するホームページ。 
  （ホームページ） 
③「保健所子育て総合相談窓口」  専任の保健師等が相談に応じる窓口。市内全保健所に設置。 
④「子育てサロン」        友だちづくりや情報交換を行う地域の子育て交流の場。 
⑤「保育所での子育て支援事業」  地域の子育て中の親子を対象として、行事や講座、相談など

を、保育所ごとに行う。 
⑥「産後ヘルプ事業」       核家族等の家庭にヘルパーが訪問。家事や育児をお手伝い。 
⑦「幼稚園での子育て支援事業」  幼稚園が未就園の児童に対して行う各種の子育て支援。 
⑧「つどいの広場事業」      主に乳幼児をもつ親とその子どもが気軽に集う場。 
⑨「地域子育て支援センター」   保育所等において子育てに関する相談事業や情報提供を行う。
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２ 子育てに関する情報の入手先                           

「子育てや子どもの活動に関する情報の入手先はどこですか。 なお、『インターネット』を

選んだ方は、その内容についても選んでください」（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔インターネットで入手した場合の内訳〕 

就学前児童                                 小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する情報の入手先は、「知人・友人など」が最も多く、就学前児童で

77.2％、小学生で 71.6％となっている。また、「市の広報やパンフレット」との答え

も多く、就学前児童で第 3位（37.8％）、小学生で第 2位（46.8％）となっている。 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知人、友人など

親族(親・きょうだいなど)

市の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

幼稚園

市の機関

その他の情報誌

医療機関

保育所

インターネット

子育てサークルなどの仲間

その他

情報の入手手段がわからない

77.2
56.0

37.8
27.8

26.7
18.9

16.4
15.9

14.8
14.4

11.2
9.9

6.4

(％)

就学前児童

合計　2454

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知人、友人など

親族(親・きょうだいなど)

市の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

幼稚園

市の機関

その他の情報誌

医療機関

保育所

インターネット

子育てサークルなどの仲間

その他

情報の入手手段がわからない

77.2
56.0

37.8
27.8

26.7
18.9

16.4
15.9

14.8
14.4

11.2
9.9

6.4

(％)

就学前児童

合計　2454

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知人、友人など

市の広報やパンフレット

学校

親族(親・きょうだいなど)

テレビ、ラジオ、新聞

子ども会

市の機関

その他の情報誌

インターネット

学習塾

子育てサークルなどの仲間

その他

情報の入手手段がわからない

71.6
46.8

46.1
36.7

32.5
21.2

13.2

10.8
10.8

5.8
4.9

1.0

6.3

小学生

合計　1904

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知人、友人など

市の広報やパンフレット

学校

親族(親・きょうだいなど)

テレビ、ラジオ、新聞

子ども会

市の機関

その他の情報誌

インターネット

学習塾

子育てサークルなどの仲間

その他

情報の入手手段がわからない

71.6
46.8

46.1
36.7

32.5
21.2

13.2

10.8
10.8

5.8
4.9

1.0

6.3

小学生

合計　1904

0 10 20 30 40 50 60 70 80

名古屋市ホームページ

子育て情報プラザ

その他

17.8

16.7

79.3

(％)

合計　353

0 10 20 30 40 50 60 70 80

名古屋市ホームページ

子育て情報プラザ

その他

17.8

16.7

79.3

(％)

合計　353

0 10 20 30 40 50 60 70 80

名古屋市ホームページ

子育て情報プラザ

わくわくキッズナビ

その他

29.3

12.2

22.9

27.7

(％)

合計　205
0 10 20 30 40 50 60 70 80

名古屋市ホームページ

子育て情報プラザ

わくわくキッズナビ

その他

29.3

12.2

22.9

27.7

(％)

合計　205
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３ 子育てに関するサークルなどの自主的な活動について                

「あなたは親子の交流や子育て支援を目的としたサークルなどの自主的な活動に参加しています

か」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自主的な活動に『現在、参加している』『今後機会があれば参加したい』と答えた方にお聞きしま

す。 活動をしていくにあたって行政に行ってほしい支援はどのようなものですか」 
（2 つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主的な活動に、現在参加している人は、就学前児童では 11.5％、小学生では 9.9％

と高くはないが、今後参加したいと答えた人を含めると、それぞれ、43.3％、31.6％

となっている。 

また、現在参加している人、今後参加の意向がある人に、行政に望む支援を聞い

たところ、「活動場所の提供」が最も多く、就学前児童では 62.2％、小学生では 66.4％

となっている。ついで、「活動資金の助成」が就学前児童で 41.2％、小学生で 49.0％

となっている。 

 

合計　　1061　　　　　　602

0 10 20 30 40 50 60 70

活動場所の提供

活動資金助成

保健師などの講師の派遣

情報発信やＰＲなどに関する支援

他サークルとの交流機会

その他

62.2

41.2

33.6

23.4

8.3

1.7

66.4

49.0

14.8

27.6

7.5

1.8

(％)就学前児童 小学生

合計　　1061　　　　　　602

0 10 20 30 40 50 60 70

活動場所の提供

活動資金助成

保健師などの講師の派遣

情報発信やＰＲなどに関する支援

他サークルとの交流機会

その他

62.2

41.2

33.6

23.4

8.3

1.7

66.4

49.0

14.8

27.6

7.5

1.8

(％)就学前児童 小学生

現在参加している

今後機会があれば参加したい

今後も参加するつもりはない

無回答

11.5%

31.8%

54.9%

1.8%

合計 2454

就学前児童

現在参加している

今後機会があれば参加したい

今後も参加するつもりはない

無回答

9.9%

21.7%

66.1%

2.3%

合計 1904

小学生

現在参加している

今後機会があれば参加したい

今後も参加するつもりはない

無回答

11.5%

31.8%

54.9%

1.8%

合計 2454

就学前児童

現在参加している

今後機会があれば参加したい

今後も参加するつもりはない

無回答

9.9%

21.7%

66.1%

2.3%

合計 1904

小学生
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４ 子育てしやすい社会を作るために、行政に期待すること               

「子育てしやすい社会を作るために、国や市などの行政に何を期待しますか」 

（3 つまでの複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない

無回答

合計　　2454

0 10 20 30 40 50 60 70

60.4

41.9

39.9

33.7

27.3

31.7

16.6

10.3

8.2

3.3

0.4

3.1

(％)

就学前児童

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない

無回答

合計　　2454
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41.9

39.9

33.7

27.3

31.7

16.6
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3.3

0.4

3.1

(％)

就学前児童

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない

無回答
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46.2

37.7

36.4

30.3

35.9

22.2

30.0

10.7

8.9

3.2

0.6

4.2

(％)

小学生

合計　　1904

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない

無回答
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0.6
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小学生
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就学前児童の第一位は、「児童手当制度の充実や税制度での優遇など、経済的な支

援の充実」で、60.4％となっている。ついで、「多様な保育サービスの充実や、放課

後児童に対する施策の充実」（41.9.％）、「労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制

度など、家庭生活と両立する職場環境の整備」（39.9％）となっている。 

小学生の上位三位は就学前児童と同じで、「児童手当制度の充実や税制度での優遇

など、経済的な支援の充実」（46.2％）、「多様な保育サービスの充実や、放課後児童

に対する施策の充実」（37.7％）、「労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など、

家庭生活と両立する職場環境の整備」（36.4％）となっているが、第四位に僅差で「受

験戦争やいじめの解消等、ゆとりのある教育の実現」（35.9％）があがっている。 

 

 

《市政世論調査との比較》 

市政世論調査では、第一位が「受験戦争やいじめの解消等ゆとりある教育の実現」

（40.7％）となっている他、「経済的な支援の充実」が第六位（19.4％）にとどまっ

ているなど、順位がかなり異なっている。 

 

 

 

合計　　 2009

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない・無回答
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合計　　 2009

児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない・無回答
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児童手当制度の充実や税制度での優遇など、
経済的な支援の充実

　　　　　　　多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度
など、家庭生活と両立する職場環境の整備

　　　　　　住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

　　　　　　　　　受験戦争やいじめの解消等、
ゆとりのある教育の実現

　　　　　　　安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

　　　遊び・スポーツ・文化活動など、豊かな
人間性をつくる学校外活動の充実

　　　男女でともに子育てに参加するあり方に
ついての意識啓発

　　　　　　子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

その他

わからない・無回答
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